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摘要

北海道畑作の農業調整の過程を所得面，資産面から検討するため，畑作所得と農地資本利得

白推計を行った。畑作所得は1980年まで加速的に成長したが， 73年までは規模拡大と生産性の

向上が所得成長の要因であった。そしてこの間に，産業聞の所得格差は解消された。 74年以降，

支持価格白大幅な上昇は交易条件を改善させ，勤労者の所得水準を大幅に上回るほどに畑作所

得を上昇させた。こ白ことは農地資本手111尋についても同様で，年平均の資本利得は74年以降9

倍に上昇した。 70年代後半は，所得と資産価値の上昇によって.農家の資金調達力を高めたで

あろう。この時期の機械化の進展は，こうした条件によって支えられた。しかし，その後の所

得と資産価値は低下傾向をたどっている。近年の生産性白向上も，こうした傾向に歯止めをか

けるものとはなっていない。すでに始まっている農家の規模間格差の拡大は，さらに進行する

ものと考えられる。
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1目はじめに

北海道白畑作は，ここ30年目聞に大きく変貌した。

政の優等生」といわれる所以である。しかし安定成長

期を迎えると，冷え込んだ労働市場に呼応して離農も

規模拡大も大幅に鈍化するようになる。

農業構造の改善による産業関の所得格差の是正を意図

した基本法農政のもとで，畑作地帯は労働市場町変化

にドラスティクな対応を示しつつ，みずからも構造を

変えてきた。すなわち，大幅な離農と離農跡柚による

規線拡大に加え，機械化や栽培技術の進歩によって，

調整と同時に成長を遂げてきたわけである。「基本法農

畑作に生じた大きな変化はこれだけではない。高度

成長期において注意すべき点は，畑作には構造政策に

関する補助金の恩恵はあるものの，価格政策のJ恩恵は

あまり受けてこなかったことである。つまり，高米価

政策に対して，畑作物の支持価格の上昇率が低く抑え

られ，そのような条件のもとでの調整と成長であった
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